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２
月
１
日
、市
の
社
会
福
祉
功
労

者
を
表
彰
す
る「
舞
鶴
市
社
会
福
祉

大
会
」を
中
総
合
会
館
で
開
催
。式
典

で
は
、長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員

や
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
職
員
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
延
べ
85
人
、

４
団
体
に
多
々
見
市
長
と
荻
野
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
、

ま
た
、市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

さ
れ
た
１
人
、１
団
体
に
は
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は「
更
生
保
護
活
動
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、舞
鶴
地
区
保
護

司
会
会
長
の
桑
村
さ
ん
と
舞
鶴
東
地

区
更
生
保
護
女
性
会
会
長
の
石
束
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
、社
会
の
中
で
見

守
り
、地
域
の
力
で
支
え
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

《
福
祉
企
画
課
、舞
鶴
市
社
会
福
祉
協

議
会
》

舞
鶴
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

社
会
福
祉
功
労
者
に
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て

農
地
の
適
正
な
利
用
を
推
進

農
業
委
員
・
農
地
利
用
適
正
化
推
進
委
員
を
募
集

農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
、農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
な
ど

に
取
り
組
む
農
業
委
員
19
人
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
17
人
を

募
集
。
申
し
込
み
方
法
は
応
募
用

紙（
農
林
課
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
農
業
委
員

会
事
務
局（
農
林
課
内
）へ
。
３
月

31
日
㈫
必
着
。
対
象
や
任
期
は
次

の
と
お
り
。

▪
農
業
委
員

【
対
象
】

農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
、農

地
等
の
利
用
の
最
適
化（
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、新

規
参
入
の
促
進)

に
関
す
る
事
項
、京

力
農
場
プ
ラ
ン
の
推
進
そ
の
他
の
農

業
委
員
会
の
所
掌
に
関
す
る
事
項
に

関
し
、そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
人
。

救
急
自
動
車
を
配
置

救
急
体
制
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に

２
月
26
日
、東
消
防
署
に
救
急
自

動
車
を
配
置
し
ま
し
た
。同
車
に
は
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）や

心
電
計
、自
動
心
肺
蘇
生
器
な
ど
最

新
の
救
急
資
機
材
を
装
備
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
救
急
需
要
へ
の
対
応
を
よ

り
一
層
強
化
し
、救
急
体
制
の
維
持
・

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

《
消
防
本
部
》

【
任
期
】

令
和
２
年
７
月
20
日
～
５
年
７
月
19
日

▪
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

【
対
象
】

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
や
京
力

農
場
プ
ラ
ン
の
推
進
に
熱
意
と
見
識

を
有
し
、そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
人
。

【
任
期
】

　
委
嘱
日
～
令
和
５
年
７
月
19
日

▼
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務
局

（
農
林
課
内
、☎
66
・
１
０
２
３
）へ
。

　
１
月
28
日
、関
西
大
学
の
学
生
が

昨
年
9
月
に
本
市
で
行
っ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
研
究
報
告
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、市
内

の
観
光
名
所
や
市
街
地
散
策
で
外
部

の
若
い
視
点
か
ら
客
観
的
に
舞
鶴
市

の
魅
力
や
課
題
を
抽
出
し
て
も
ら
う

ほ
か
、市
内
の
高
校
生
や
地
域
住
民

と
の
座
談
会
で
市
民
の
声
を
中
心
と

し
た
内
側
の
視
点
か
ら
も
舞
鶴
市
を

分
析
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
究
報
告
会
で
は
、分
析
結
果
の

報
告
に
加
え
、結
果
を
踏
ま
え
て
学

生
た
ち
が
考
え
た
施
策
を
提
案
。
舞

鶴
で
生
ま
れ
育
ち
、進
学
や
就
職
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は「
舞
鶴
産
都
会
ガ
ー
ル
」

関
西
大
の
学
生
が
報
告
会

地
域
振
興
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
視
点
で
持
続
可
能
な
舞
鶴
を

京
産
大
の
学
生
が
報
告
会

「
舞
鶴
市
と
京
都
産
業
大
学
と
の
包

括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」に

基
づ
き
、昨
年
７
月
と
10
月
に
京
都

産
業
大
学
の
学
生
が
本
市
で
実
施
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
２
月

10
日
に
実
施
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

基
に
、小
・
中
学
生
向
け
の
教
育
旅

行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
の
ほ
か
、市

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
少
子
化
や

観
光
施
設
、都
市
農
村
交
流
な
ど
、外

か
ら
の
目
線
で
政
策
提
言
も
あ
り
ま

し
た
。

教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
17
の
目
標

に
合
わ
せ
て
子
ど
も
達
自
ら
が
市
の

持
つ
地
域
資
源
や
課
題
を
体
験
し
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
お

り
、来
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
テ
ス

ト
し
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

《
観
光
振
興
課
》

都
会
に
暮
ら
し
て
い
る
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、将
来
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
も
ら
え
る
よ
う
写
真
映
え
す
る
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
今
ま
で
気
付

い
て
い
な
か
っ
た
ま
ち
の
魅
力
を
実

感
で
き
る
旅
行
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
市
で
は
、学
生
た
ち
の
気
付
き
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発
信
に

生
か
す
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
る
さ
と
舞
鶴
へ
の
愛
着
や
誇
り

の
育
成
と
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。　

《
広
報
広
聴
課
》

舞
鶴
産
の
サ
ワ
ラ「
お
い
し
い
！
」

市
内
の
小
・
中
学
校
給
食
で
提
供

地
元
舞
鶴
の
水
産
物
や
漁
業
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、市
内
の
小
・

中
学
校
給
食
で
旬
の
舞
鶴
産
サ
ワ
ラ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

２
月
７
日
に
は
大
浦
小
学
校
で
サ
ワ

ラ
の
お
ろ
し
り
ん
ご
ソ
ー
ス
が
登
場
。

児
童
か
ら
は「
ソ
ー
ス
が
甘
酸
っ
ぱ
く

て
サ
ワ
ラ
に
よ
く
合
っ
て
お
い
し
か
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、サ
ワ
ラ
の
西
京
焼
き

や
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ
ー
な
ど
工
夫
を

こ
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
市
内
の
小
・
中

学
校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。 《
水
産
課
》

学
生
17
人
含
む
34
人
が
史
実
を
次
世
代
へ

語
り
部
養
成
講
座
が
開
講

引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実

を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の「
語
り

部
」養
成
講
座
を
開
講
。
34
人
が
語
り

部
に
な
る
た
め
に
日
本
近
代
史
か
ら
戦

後
引
き
揚
げ
、世
界
遺
産
登
録
や
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
交
流
な
ど
を
３
月
14

日
ま
で
に
４
回
の
講
座
で
学
び
ま
す
。

修
学
旅
行
生
の
増
え
る
10
月
ご
ろ
に
は
、

実
際
に
語
り
部
と
し
て
活
動
す
る
予
定

で
す
。　　

  　
　
　
　
《
引
揚
記
念
館
》
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